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１．グラウンドアンカーによる補強

ケーソン補強例 矢板補強例

従来工法に変わる施工性・経済性に優れた工法

2009年5月（財)沿岸技術研究センターの評価取得○

2010年12月 NETIS登録（KTK-100010-A）○



２．特 長２．特 長

• アンカーの施工に必要な設備は、削孔機、動力
設備 注 プ ある設備、注入プラントである。

• その占有面積は、およそ100m2程度であり、施そ 占有面積 、お そ 程度 あり、施
設の供用を妨げない任意の位置に配置できる。

• 斜めに地中に向かって削孔するため エプロン• 斜めに地中に向かって削孔するため、エプロン
やその背後施設に施工の影響が及ぶことはな
いい。

• 全長にわたり完全二重防食が施されたアンカー
であり、防食が確実である。また、港湾施設で多
数の使用実績がある。



青森県のホームページでの紹介

従来工法と比較し、経済的な補強が可能である従来工法と比較し、経済的な補強が可能である



３．技術評価（沿岸技術研究センター）

（1）開発目標

 重力式岸壁（ケーソン）および矢板式岸壁の地震時変位量
を抑制する機能を有すること

 地震による衝撃荷重や繰返し荷重に対して、アンカー頭部
のナット定着構造およびアンカー体の摩擦圧縮型の構造に
り 機能を維持 きる とより、機能を維持できること

 地震時に構造物や地盤の変位によってアンカーの緊張力 地震時に構造物や地盤の変位によってアンカ の緊張力
が増減した場合でも、アンカー頭部のナットを回転させるこ
とにより初期の緊張力に戻せること

 アンカー材全長を防錆油とポリエチレン被覆による二重防
食構造とすることにより 港湾・沿岸環境において確実な防食構造とすることにより、港湾 沿岸環境において確実な防
食機能を確保できること



（2）各種試験（2）各種試験

数値解析

開発目標

遠心模型試験

開発目標
の確認

室内繰返し載荷試験

現地繰返し載荷試験現地繰返し載荷試験

現場確認試験

衝撃荷重載荷試験



４．SEEEアンカーの特筆事項

（1）維持管理の容易さ
• 荷重調整が容易荷重調整が容易

・ナット定着であり、ボルトに相当する「マンション」のねじ長さが
長いため、再緊張や緊張力緩和が容易である。

・供用中のケーソンの沈下による荷重低下や、鋼矢板の変位に
よる荷重変動が生じても、適切な荷重に調整できる。

除荷が容易（荷重をゼロに戻す）• 除荷が容易（荷重をゼロに戻す）

・ナット定着方式は、施工時の定着の際に余長を切断しないた
め、除荷が可能である。め、除荷が可能である。

・震災後の復旧時など、アンカー力を完全にゼロにしてから、再
設置等の処置が可能である。



（2）防食性能（2）防食性能

①タイブルの経年変化試験

試験方法試験方法

タイブルF100Tを16年間海岸地帯の土中に埋設後、引張試
験を実施した験を実施した。

結果

3本の供試体とも強度の低下はなか た3本の供試体とも強度の低下はなかった。

②ポリエチレンの経年変化試験

試験方法試験方法

ポリエチレンの供試体を港湾埋立地の土中に埋設後、引張試
験を実施した験を実施した。

結果

16年後においても劣化はなく ポリエチレンは長期にわたり十16年後においても劣化はなく、ポリエチレンは長期にわたり十
分な防食性・止水性を有する。



• 1982年に施工したタイブルの目視調査と現位置引張り試験を実
施した

③現場引張り試験（25年経過後）

施した
• 25年経過後でもマンションに腐食はなく、引張り試験結果におい

ても引張り荷重の低下がなく、弾性的な性状を保持していること
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５．設計方法

地震時の滑動抵抗力不足に対して
①重力式

地震時の滑動抵抗力不足に対して
1. アンカー力の水平成分が、土圧や残留水圧を減じる力として作用する。

2. アンカー力の鉛直成分が、自重等と同様に底面の摩擦力を増加させ
る力として作用する。

地震時の転倒抵抗力不足に対して地震時の転倒抵抗力不足に対して
1. アンカー力の水平成分が、土圧や残留水圧等による転倒モーメントを

減じるモーメントとして作用する

2. アンカー力の鉛直成分が、自重等と同様に転倒に抵抗するモーメント
のひとつとして作用する。



②鋼矢板

• 控え矢板式係船岸の控え杭（タイ材）の設計

②鋼矢板

控え矢板式係船岸の控え杭（タイ材）の設計
と同様に、アンカー取付け位置を決めて、そ
の取付点反力を算定するの取付点反力を算定する。

• 取付点反力は、港湾基準のタイ材の場合と
ば同様に、仮想ばり法によって算定する。



グラウンドアンカーによる
補強事例



①船越漁港

-4m岸壁応急工事-4m岸壁応急工事



②大浦漁港

-2m物揚場応急工事-2m物揚場応急工事



船越漁港・大浦漁港

かさ上げコンクリート
かさ上げ

既設ブロック積み岸壁

震災前地盤面

既設ブロック積み岸壁

地震に伴う地盤沈下
↓

かさ上げが必要かさ上げが必要
↓

土圧増により岸壁不安定化
↓

グラウンドアンカー
↓

グラウンドアンカーにより補強



船越漁港・大浦漁港

鉛直にアンカーを打設すること
により見掛けの重量を増やし、
摩擦抵抗を増加させ滑動に抵抗
するアンカーによる する。
また、アンカー打設位置を力点
として抵抗モーメントを発生さ
せ土圧による回転に抵抗させる

アンカーによる
抵抗モーメント

～～～～～～ せ土圧による回転に抵抗させる。～～～～～～

アンカー力による
摩擦抵抗増摩擦抵抗増



船越漁港・大浦漁港

船越漁港

大浦漁港



船越漁港・大浦漁港

ブロック部および基礎捨石部にグラウト流失防止
のためパッカーを設けているのため ッカ を設けている

パッカー設置

パッカーパッカ



③千鶏漁港・石浜漁港

水中コンクリート
岸壁の嵩上げに伴岸壁の嵩上げに伴
う補強



直立消波ブロック④粟島漁港



粟島漁港

船を着岸させながら船を着岸させながら
施工が可能である



⑤神戸港
神戸港ポートアイランド神戸港ポ トアイランド
（第2期）地区岸壁
（PC-14～17）改良工事
（第1工区）（第1工区）



神戸港
神戸港ポートアイランド（第2期）地区岸壁（PC-14～17）改良工事
（第1工区）



神戸港
神戸港ポートアイランド（第2期）地区岸壁（PC-14～17）改良工事（第1工区）

本施工状況（削孔）



神戸港
神戸港ポートアイランド（第2期）地区岸壁（PC-14～17）改良工事（第1工区）

本施工状況（緊張・定着）張 定着



⑥南本牧ふ頭耐震護岸補強工事

出展：グラウンドアンカーによる岸壁の耐震補強
基礎工,2001年7月

設計震度をKh=0.20から0.25に引き上げるため、不足する滑動および
転倒の抵抗力をアンカーによって補う。



⑦四日市港

【工事件名】

四日市港岸壁耐震補強工事

【施主】

三重県四日市港管理組合

削孔径はアンカーに使用する最大径である
φ216mmにて施工されている。

ケーブル挿入状況

ケーブル長 L=74.5m



四日市港

51 70m以深の砂礫層に-51.70m以深の砂礫層に
定着しているため、アンカー長
はL=74.5m～102.5mとな
り非常に長尺であるり非常に長尺である。

また陸上構造物の杭基礎と
交差するため、高い施工精度
が求められ 1/500の削孔精が求められ、1/500の削孔精
度を確保している。

（従来は1/100程度）

本工事は

日経コンストラクション

2013年2月11日号

にて紹介されています。



⑧那智勝浦漁港

【工事件名】

勝浦漁港漁港施設整備（広域） 事勝浦漁港漁港施設整備（広域）工事

【施主】

和歌山県東牟婁振興局新宮建設部

腐食によるタイロッドの破断

① ②腐食が 考 れ 破①既設タイロッド掘り出し ②腐食が原因と考えられる破断



那智勝浦漁港

①仮設鋼台 ③既設護岸と新設護岸

②鋼矢板およびアンカー頭部 ④定着完了



⑨和歌山県有田市防潮提

海水浴場の防潮堤補強 -10m付近の岩盤に定着



ＥＮＤＥＮＤ


